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第四地区住民自治協議会広報誌              ２０２３年１０月（第６６号） 
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✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰ 

世帯数／令和４年度世帯数調査による 

人 口／長野市企画課統計資料による 

発 行     ２０２３年（令和５年）１０月１日 

発 行 責 任 者    長野市権堂町２２０１-２０ 権堂イーストプラザ ND１階 

第四地区住民自治協議会会長 

                  電  話 ０２６-２６２-１３６５ 

印 刷    有限会社 長野プリントサービス 

20２３.９.1現在 第四地区現況 （ ）前年比 
世帯数／2,３７５戸（10０.０％） ±０ 
人口／2,７２３（１０２．５％） ＋６３人 

 

スポーツ活動支援金 
 

続々復活!! 
第四地区住民自治協議会の事業 

 

 去る６月１０日（土）、妻科の「白岩マレットゴルフ場」で第２回マレットゴルフ大会が開催されました。 

 定員３０名のところ、４０名を超える程の多くの方から参加希望が寄せられましたが、予算の都合も

あるため、５名程の方はお断りし、若干予算オーバーでしたが、３５名の参加で開催致しました。お断

りせざるを得なかった皆さま、申し訳ございませんでした。 

 ６月８日に梅雨入りしたにも関わらず、当日は猛暑の天候に恵まれ、熱戦が繰り広げられました。 

 昨年同様、老若男女の差をなくして、誰もが優勝のチャンスに恵まれるようなハンディキャップと

し、結果は昨年に続いて妻科の山崎てい子さんが２連覇の偉業を見事成し遂げました。 

 今回はうるおい館様の協賛を頂き、参加者全員にうるおい館特製のお弁当がお土産として付き、

「結果は良くなかったけど、お弁当が貰えたからいいや！」とにこやかに話す参加者もいました。 

マレットゴルフ大会 

右／草刈り応援隊のヤギのユキちゃんとテリー君と一緒に参加 

者全員で集合写真（ヤギ２頭は７月一杯で飯縄に戻りました） 

上／熱戦を繰り広げる参加者の皆さん 

３年間にわたって甚大な影響を与えた新型コロナウィルスは５類に移行されたため、停滞していた

住民自治協議会の事業が続々復活しています。今回はその一部をご紹介します。今後も「合同防災訓

練」、「いきいき交流会」など昨年まで実施できなかった事業が復活します。 
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住民の皆さまの見学会 

マレットゴルフ大会全成績（敬称略） 

優勝 山崎てい子（妻科） 準優勝 小林孝二（妻科） ３位 高橋加代（妻科）  
４ 位 高橋正彦（妻科） ５位 鈴木瑚虎（妻科） ６位 竹内里美（妻科） ７位 山嵜則子（妻科）  

８位 石黒絹代（妻科） ９位 小出喜一（新田町） １０位 飯島裕（妻科） １１位 関川定子（妻科） １２位 寺島宏正（妻科）  

１３位 安芸洋一（妻科） １４位 横田悦二郎（西後町） １５位 金沢玲子（妻科） １６位 佐藤治（支援課） １７位 石黒久代（妻

科） １８位 碓井静子（妻科） １９位 酒井勝司（諏訪町） ２０位 竹内三男（妻科） ２１位 中澤淑江（妻科） ２２位 小宮山文

雄（妻科） ２３位 戸谷富男（妻科） ２４位 金子和夫（妻科） ２５位 小沼圭孝（妻科） ２６位 増田武士（県町） ２７位 柿澤

尚子（妻科） ２８位 宮﨑保夫（妻科） ２９位 船坂勇（妻科） ３０位 山田治子（南県町） ３１位 二本松宏（諏訪町） ３２位 

鈴木綾一（妻科） ３３位 福澤俊次（諏訪町） ３４位 山口栄子（妻科） ３５位 山崎なをみ（妻科） 

６月２３日（金）、２年間開催できなかった「環境と安全関連施設の住民の皆さまを対象にした見学会」が

３２名の参加で行われました。 

 今回は安全関連施設として新潟県小千谷市の「おぢや震災ミュージアム」、環境関連施設として飯縄山麓

の「お山の発電所」を見学しました。 

おぢや震災ミュージアムは２００４年１０月２３日に新潟県の中越地方を襲った最大震度７の大地震によ

って大きな被害を受けた小千谷市にあり、この地震を教訓とした展示内容によって地震への備えを一人で

も多くの方に知ってもらいたいとの思いで造られた施設です。 

参加者はリアルな地震動の体験などを通して、既に２０年近くの年月が経ってしまいましたが、想像して

いた以上の被害の実態を目の当たりにして、地震の備えの大切さを痛感しました。 

飯縄山麓のお山の発電所は、石炭、石油、ガス等を使わず、主として北信地方の間伐材など、製品化でき

ない木材を燃料にして発電する環境に優しい発電施設です。 

参加者は口々に「普段から環境に対する意識を高めて、微力ではあっても環境保全に協力していかなけ

れば」と話していました。 

写真左上／震災ミュージアムで画像を使い、震災時の生々しい経験をもとにした説明を聞く参加者 

写真右／お山の

発電所では間伐

材をチップ化し、

後方に見えるボ

イラーの燃料と

している 

 

第第四四地地区区合合同同防防災災訓訓練練ののおお知知ららせせ  
日   時／１０月２１日（土） ９：３０～ 

場   所／西後町「後町ホール」とその周辺 

訓練内容／消火器・ＡＥＤの取り扱い、段ボールベッド組み立て、備蓄倉庫の備蓄物確認等 

参加方法／申し込み等は不要です。当日会場に直接お集まり下さい。 

参加頂いた方には、チョットしたお土産を差し上げます。 
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令和５年  月  日  

 

支援金の交付を希望する団体の代表者はこのページを

切り取って必要事項を記入して申請して下さい令和５年度          交付申請受付開始

令和５年度の「スポーツ活動支援金」、「環境美化事業支援金」の交付を希望す

る団体の申請の受け付けを開始します。

下記要綱をご覧になり、条件が合致し、申請を希望する団体は、次ページのキ

リトリに沿って切り取り、必要事項を記入したうえで、令和５年１０月３１日（必

着）迄に第四地区住民自治協議会事務局宛提出して下さい。

お問い合わせ・申込用紙提出先／第四地区住民自治協議会事務局

〒380-０８３３ 長野市権堂町 2201-20権堂イーストプラザＮＤ１階

℡・Ｆａｘ ２６２－１３６５（月～金 １１：００～１５：００）

申請用紙は郵送又は持参で、持参の場合は持参日前日までにご連絡下さい。

環境美化事業支援金

第四地区環境美化事業、スポーツ活動支援金交付要綱（概略）

１． この活動支援金は、第四地区内において環境美化に関わる活動又はスポーツ活動をする

団体を支援することにより、地区内住民の環境美化に対する意識の高揚及びスポーツ活

動によって地区内住民の交流が促進されることを目的とします。

２． 支援金の交付の対象となる団体は、つぎの各号の全てに該当するものです。

(1) 第四地区内に活動拠点を置き、環境美化事業、スポーツ活動を令和４年１０月から令

和５年９月までの１２か月の間に、４回以上実施した実績がある団体。環境美化事業活

動には春秋の「ゴミゼロ運動」の事業は含みません。

(2) 団体の所属員の過半数以上が第四地区に居住する住民であること。

(3) 自主的な運営が行われている団体であること。

３． 支援金の交付の対象となる事業は、次の各号の全てに該当するもの。

(1) 当該団体の活動に直接関わるものであること。

(2) 当該団体活動以外の事業に関わる物品等の購入に充てるものではないこと。

(3) 団体に所属する特定の個人、又は法人等の便宜につながるもではないこと。

４． 支援金は１年間に事業を４回及び５回実施した時の１０,０００円を基礎支援金とし、１年間

に６回以上事業を実施した時は、団体構成員中の第四地区住民数に５００円を乗じた額

を基礎支援金に加算します。ただし、加算支援金は１０，０００円を上限とします。

５． 交付対象団体の申請受付後、第四地区環境又は健康福祉部会において交付の可否を決

定し、当該団体の長に連絡します。

スポーツ活動支援金
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第四地区住民自治協議会 会長 様 

                       住所（所在地） 

                               団 体 名 

                           代表者氏名                              ㊞ 

                           連絡先（電話） 

 

 

つぎの事業について[ 環境美化事業支援金 スポーツ活動支援金 ]を利用
したいので、支援金を交付してください。 

 

記 

 

１   実施した事業（令和４年１０月～令和５年９月までの間に環境美化又はスポーツを団 

体で４回以上実施した事業）の内容 

（記入例：マレットゴルフ、ソフトバレー、公園花壇整備等の事業名） 

 

２  活動拠点の所在地（毎回異なる場所で活動する場合は代表的な場所の所在地） 

 

３  団体構成員        名のうち第四地区住民の数        名 

（団体構成員の過半数が第四地区居住者であることが必須）     ※ 名簿添付 

 

４  関係書類（添付） 

       (1) 実績報告書 （記入事項：実施期日、開催場所、参加人員） 

       (2) 団体構成員名簿 （構成員全員の氏名、居住する町名を明記） 

 
 
 
 
 
 
 
 

広告枠 
（縦７ｃｍ横１７ｃｍ） 

（↑ 該当するものを丸で囲んで下さい） 

キリトリ 

キ
リ
ト
リ 

トレーニング後は
天然温泉で
リフレッシュ

限定プラン誕生！60歳以
上

何歳からでも、運動習慣を身につけて健康なカラダを手に入れられる！

好評受付中！
平
日
限
定

お問い合わせはコチラまで 11:00~17:00【電話受付】平日

プラン詳細はお問い合わせください！月額 円～8,800


